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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のファイルの画像を表示部に一覧表示する表示制御装置であって、
　複数のファイルのタイプから、特定のファイルのタイプを基準ファイルのタイプとして
設定する設定手段と、
　前記複数のファイルから、前記設定手段により設定されたタイプのファイルを前記基準
ファイルとして検索する基準ファイル検索手段と、
　前記複数のファイルから、前記基準ファイル検索手段により検索された前記基準ファイ
ルと所定の関連性を有する関連ファイルを検索する関連ファイル検索手段と、
　前記基準ファイル検索手段により検索された複数の前記基準ファイルの画像を第１の方
向に配列して一覧表示すると共に、前記一覧表示されている画像が示す各基準ファイルに
関連する関連ファイルの画像を、各基準ファイルの画像の位置で前記第１の方向の配列と
交わる第２の方向に配列して一覧表示するように前記表示部を制御する制御手段と、を有
することを特徴とする表示制御装置。
【請求項２】
　前記設定手段は、前記特定のファイルのタイプとして、静止画ファイル、動画ファイル
、音声ファイル、静止画ファイルの静止画が撮影されるときに利用された設定ファイルの
うち少なくともいずれかを設定することを特徴とする請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項３】
　前記関連ファイル検索手段は、前記基準ファイルを記録した際に同時に記録された他の
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ファイルを、前記関連ファイルとして検索することを特徴とする請求項１又は２に記載の
表示制御装置。
【請求項４】
　前記関連ファイル検索手段は、前記基準ファイルが記録された時刻の情報に基づいて、
当該基準ファイルを記録した際に同時に記録された他のファイルを検索することを特徴と
する請求項１又は２に記載の表示制御装置。
【請求項５】
　前記関連ファイル検索手段は、前記基準ファイルの属性情報であって、当該基準ファイ
ルと他のファイルとの関連を示す関連付け情報に基づいて、当該基準ファイルを記録した
際に同時に記録された他のファイルを検索することを特徴とする請求項３又は４に記載の
表示制御装置。
【請求項６】
　前記関連ファイル検索手段は、前記基準ファイルが静止画ファイルの場合、当該静止画
を撮影しているときに録画中であった動画ファイルを関連ファイルとして検索することを
特徴とする請求項１又は２に記載の表示制御装置。
【請求項７】
　前記関連ファイル検索手段は、前記基準ファイルが動画ファイルの場合、当該動画の録
画中に撮影された静止画ファイルを関連ファイルとして検索することを特徴とする請求項
１又は２に記載の表示制御装置。
【請求項８】
　前記関連ファイル検索手段は、前記基準ファイルが音声ファイルの場合、当該音声を録
音しているときに撮影又は録画された静止画ファイルまたは動画ファイルを関連ファイル
として検索することを特徴とする請求項１又は２に記載の表示制御装置。
【請求項９】
　前記第１の方向と前記第２の方向は、互いに直交する方向であることを特徴とする請求
項１乃至８のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１０】
　前記第１の方向は前記表示部の水平方向であり、前記第２の方向は前記表示部の垂直方
向であることを特徴とする請求項９に記載の表示制御装置。
【請求項１１】
　前記第１の方向は前記表示部の垂直方向であり、前記第２の方向は前記表示部の水平方
向であることを特徴する請求項９に記載の表示制御装置。
【請求項１２】
　前記設定手段により前記基準ファイルのタイプの設定が変更された場合、前記基準ファ
イル検索手段及び前記関連ファイル検索手段は前記設定手段により変更されたファイルの
タイプに基づく基準ファイルと、当該基準ファイルに関連する関連ファイルとを再び検索
し、
　前記制御手段は、前記基準ファイルの画像と当該基準ファイルに関連する関連ファイル
の画像の一覧表示を更新するように前記表示部を制御することを特徴とする請求項１に記
載の表示制御装置。
【請求項１３】
　前記制御手段は、一覧表示された前記基準ファイルに関連する関連ファイルの画像の中
に、他の基準ファイルに関連する他の関連ファイルの画像と同一のファイルの画像が存在
する場合、当該関連ファイルの画像と当該他の関連ファイルの画像が同一のファイルの画
像であることを識別可能に表示するように前記表示部を制御することを特徴とする請求項
１乃至１２のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１４】
　前記第１の方向と、当該第１の方向と直交する第２の方向とに配置された操作手段を更
に有し、
　前記制御手段は、前記第１の方向に配置された操作手段が操作されたことに応じて、複
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数の前記基準ファイルのうち、どの基準ファイルを選択状態にするかを決定することを特
徴とする請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１５】
　前記制御手段は、前記第２の方向に配置された操作手段が操作されたことに応じて、複
数の前記関連ファイルのうち、どの関連ファイルを選択状態にするかを決定することを特
徴とする請求項１４に記載の表示制御装置。
【請求項１６】
　撮像手段を有し、少なくとも前記撮像手段によって撮像された画像の画像ファイルを含
む複数のファイルの画像を表示部に一覧表示する撮像装置であって、
　複数のファイルのタイプから、特定のファイルのタイプを基準ファイルのタイプとして
設定する設定手段と、
　前記複数のファイルから、前記設定手段により設定されたタイプのファイルを前記基準
ファイルとして検索する基準ファイル検索手段と、
　前記複数のファイルから、前記基準ファイル検索手段により検索された前記基準ファイ
ルと所定の関連性を有する関連ファイルを検索する関連ファイル検索手段と、
　前記基準ファイル検索手段により検索された複数の前記基準ファイルの画像を第１の方
向に配列して一覧表示すると共に、前記一覧表示されている画像が示す各基準ファイルに
関連する前記関連ファイルの画像を、各基準ファイルの画像の位置で前記第１の方向の配
列と交わる第２の方向に配列して一覧表示するように前記表示部を制御する制御手段と、
を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項１７】
　複数のファイルの画像を表示部に一覧表示する表示制御方法であって、
　設定手段が、複数のファイルのタイプから、特定のファイルのタイプを基準ファイルの
タイプとして設定する設定工程と、
　基準ファイル検索手段が、前記複数のファイルから、前記設定工程で設定されたタイプ
のファイルを前記基準ファイルとして検索する基準ファイル検索工程と、
　関連ファイル検索手段が、前記複数のファイルから、前記基準ファイル検索工程で検索
された前記基準ファイルと所定の関連性を有する関連ファイルを検索する関連ファイル検
索工程と、
　制御手段が、前記基準ファイル検索工程で検索された複数の前記基準ファイルの画像を
第１の方向に配列して一覧表示するとともに、前記一覧表示されている画像が示す各基準
ファイルに関連する関連ファイルの画像を、各基準ファイルの画像の位置で前記第１の方
向の配列と交わる第２の方向に配列して一覧表示するように前記表示部を制御する制御工
程と、を有することを特徴とする表示制御方法。
【請求項１８】
　撮像手段を有し、少なくとも前記撮像手段によって撮像された画像の画像ファイルを含
む複数のファイルの画像を表示部に一覧表示する撮像装置における表示制御方法であって
、
　設定手段が、複数のファイルのタイプから、特定のファイルのタイプを基準ファイルの
タイプとして設定する設定工程と、
　基準ファイル検索手段が、前記複数のファイルから、前記設定工程で設定されたタイプ
のファイルを前記基準ファイルとして検索する基準ファイル検索工程と、
　関連ファイル検索手段が、前記複数のファイルから、前記基準ファイル検索工程で検索
された前記基準ファイルと所定の関連性を有する関連ファイルを検索する関連ファイル検
索工程と、
　制御手段が、前記基準ファイル検索工程で検索された複数の前記基準ファイルの画像を
第１の方向に配列して一覧表示すると共に、前記一覧表示されている画像が示す各基準フ
ァイルに関連する関連ファイルの画像を、各基準ファイルの画像の位置で前記第１の方向
の配列と交わる第２の方向に配列して一覧表示するように前記表示部を制御する制御工程
と、を有することを特徴とする表示制御方法。
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【請求項１９】
　コンピュータを、請求項１乃至１５のいずれか１項に記載の表示制御装置の各手段とし
て機能させるためのプログラム。
【請求項２０】
　コンピュータを、請求項１６に記載の撮像装置の各手段として機能させるためのプログ
ラム。
【請求項２１】
　コンピュータを、請求項１乃至１５のいずれか１項に記載の表示制御装置の各手段とし
て機能させるためのプログラムを記憶したコンピュータによる読み取りが可能な記憶媒体
。
【請求項２２】
　コンピュータを、請求項１６に記載の撮像装置の各手段として機能させるためのプログ
ラムを記憶したコンピュータによる読み取りが可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のファイルを表示部に表示するための技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近のカメラは、動画や静止画、音声等の各ファイルにおいて、カメラ単体で複数種の
記録形式による対応が可能となっている。また、表示装置も、高解像度化、大サイズ化が
進み、高精細でかつ上記記録形式の多様化に合わせて、これまで以上に多種多量のファイ
ルが表示可能になっている。特許文献１には、多地点間のテレビ会議システムにおいて、
各局から受信される動画または静止画をモニタに一覧表示する技術が記載されている。
【特許文献１】特開２００４－２８２７８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記特許文献においては、一覧表示された静止画から選択された１つの
静止画に対応する動画のみ表示するため、選択されていない他の静止画に対応する動画を
モニタ上で確認することができない。したがってユーザは、他の静止画に対応する動画を
確認する際には、静止画を選択し直す必要があった。そのため、多数のファイルが存在す
る場合において、それらのファイル間の関連性を確認するには、煩雑な操作が必要であっ
た。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題を解決するために、本発明の表示制御装置は、複数のファイルの画像を表示部
に一覧表示する表示制御装置であって、複数のファイルのタイプから、特定のファイルの
タイプを基準ファイルのタイプとして設定する設定手段と、前記複数のファイルから、前
記設定手段により設定されたタイプのファイルを前記基準ファイルとして検索する基準フ
ァイル検索手段と、前記複数のファイルから、前記基準ファイル検索手段により検索され
た前記基準ファイルと所定の関連性を有する関連ファイルを検索する関連ファイル検索手
段と、前記基準ファイル検索手段により検索された複数の前記基準ファイルの画像を第１
の方向に配列して一覧表示すると共に、前記一覧表示されている画像が示す各基準ファイ
ルに関連する関連ファイルの画像を、各基準ファイルの画像の位置で前記第１の方向の配
列と交わる第２の方向に配列して一覧表示するように前記表示部を制御する制御手段と、
を有する。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明によれば、複数のファイル間の関連性を容易に視認できるようになる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　以下に、添付図面を参照して本発明を実施するための最良の形態について詳細に説明す
る。
【０００７】
　尚、以下に説明する実施の形態は、本発明の実現手段としての一例であり、本発明が適
用される装置の構成や各種条件によって適宜修正又は変更されるべきものであり、本発明
は以下の実施の形態に限定されるものではない。
【０００８】
　［第１の実施形態］
　図１は，本発明に係る第１の実施形態の電子スチルカメラ（以下、「カメラ」）の電気
的構成を示すブロック図である。
【０００９】
　図１において、１は撮影レンズである。２は絞り機能を具備するシャッターである。３
はＣＣＤ等により光学像を電気信号に変換する撮像素子である。４はガンマ補正等の公知
のカメラ信号処理を行うプロセス回路である。５はプロセス回路４のアナログ出力をデジ
タル信号化するＡ／Ｄ変換器である。６は適応離散コサイン変換（ＡＤＣＴ）等により画
像データの圧縮を行う画像圧縮回路である。７は上記画像圧縮回路６により圧縮を施した
画像データと上記画像圧縮回路６をバイパスした画像データ（圧縮を行っていない）との
伝送を切り換える切換スイッチである。
【００１０】
　８は外部音声入力用のマイクである。９は上記マイク８より出力される音声信号のノイ
ズを低減するノイズ低減回路である。１０は上記ノイズ低減回路９のアナログ出力をデジ
タル信号化するＡ／Ｄ変換器である。１１は適応差分ＰＣＭ（ＤＰＣＭ）等によりデータ
圧縮する音声圧縮回路である。１２は音声圧縮回路１１により圧縮を施した音声データと
上記音声圧縮回路１１をバイパスした音声データとの伝送を切り換える切換スイッチであ
る。
【００１１】
　１３はバッファメモリである。上記バッファメモリ１３は画像データ（映像信号）及び
又は音声データ（音声信号）を一時記憶し、後述するメモリ制御回路１４により上記信号
を所望の速度で読み出し可能なメモリである。
【００１２】
　１４はＡ／Ｄ変換器５，１０、画像圧縮回路６、音声圧縮回路１１、切換スイッチ７，
１２及びバッファメモリ１３を制御するメモリ制御回路である。画像データを圧縮する場
合は圧縮回路６により圧縮画像データが、圧縮しない場合はＡ／Ｄ変換器５から出力され
る画像データがそれぞれ、メモリ制御回路１４の制御下でバッファメモリ１３に書き込ま
れる。音声データを圧縮する場合は圧縮回路１１により圧縮音声データが、圧縮しない場
合はＡ／Ｄ変換器１０から出力される音声データがそれぞれ、メモリ制御回路１４の制御
下でバッファメモリ１３に書き込まれる。
【００１３】
　１５はメモリカード１６、ハードディスク１７あるいは外部機器とのインターフェース
（Ｉ／Ｆ）である。１８はメモリカード１６或はハードディスク１７とカメラ本体との電
気的接続を行うカメラ本体側のコネクタである。
【００１４】
　メモリカード１６の記録領域には、管理データ領域１９と情報データ領域２０とがあり
、ここに記憶される情報はメモリカード側のインターフェース２１及びコネクタ２２を介
して外部から読み出し／書き込みが行われる。また、ライトプロテクト（書き込み禁止）
２３の情報も、インターフェース２１及びコネクタ２２を介して外部に読み出し可能であ
る。上記インターフェース２１は、ＣＰＵ、ＭＰＵ等の制御回路、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ
等の不揮発性メモリ、及びＲＡＭ等により構成され、所定のプログラムに基づいてメモリ
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カード１６の制御を行う。
【００１５】
　一方、ハードディスク１７の記憶領域には、管理データ領域２４と情報データ領域２５
とが設けられ、ここに記憶される情報はインターフェース２６及びコネクタ２７を介して
外部から読み出し／書き込みが行われる。上記インターフェース２６は、ＣＰＵ、ＭＰＵ
等の制御回路、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ等の不揮発性メモリ、及びＲＡＭ等により構成され
、所定のプログラムに基づいてハードディスク１７の制御を行う。
【００１６】
　２８はシャッター２を駆動するシャッター駆動回路である。２９は撮影レンズ１内のフ
ォーカシングレンズを駆動するレンズ駆動回路である。３０は被写体までの距離を測定す
る測距回路である。３１は被写体の明るさを測定する測光回路である。３２はフラッシュ
である。３３は温度検出回路であり、記録媒体の温度、凍結や結露の有無を検出する。
【００１７】
　３４は電源の状態検出及び制御を行う電源制御回路、３５は電源部であり、電池、ＤＣ
－ＤＣコンバータ、通電するブロックを切り換えるスイッチ等により構成されており、上
記電源制御回路３４によって制御される。
【００１８】
　また、電源制御回路３４は電池装着の有無、電池の種類、電池残量の検出を行い、検出
結果及び後述するシステム制御回路３９の指令に基づいて電源部３５を制御している。
【００１９】
　３６はカメラの各種情報、撮影画像、メニュー項目等を表示する表示部を有する表示装
置、３７は後述するシステム制御回路３９の撮影動作用定数、変数等を記憶する制御用メ
モリである。
【００２０】
　３８は後述するシステム制御回路３９に対する各種動作指示を入力するためのスイッチ
群である。スイッチ群３８には、例えば、電源スイッチ４０、シャッタースイッチ４１の
第１ストロークで閉成され、測距回路３０及び測光回路３１により測距及び測光を指示す
る測距測光スイッチ４２が含まれる。また、スイッチ群３８には、シャッタースイッチ４
１の第２ストロークで閉成され、撮影画像のメモリカード１６あるいはハードディスク１
７への記録を指示する記録スイッチ４３が含まれる。また、スイッチ群３８は、１枚また
は１組の撮影を行うシングル（Ｓ）モードや連続して複数枚の又は複数組の撮影を行う連
続（Ｃ）モードやセルフタイマ撮影モードを選択するモードスイッチ４４が含まれる。更
に、スイッチ群３８は、画像の記録枚数、フレーム記録／フィールド記録の区別、アスペ
クト比、画素構成、圧縮方式、圧縮率等の画像記録方式を選択する画像モードスイッチ４
５（図中では１つであるが、複数のスイッチにより構成されている）が含まれる。また、
スイッチ群３８は、消去モードを選択する消去モードスイッチ４６、消去の実行を指示す
る消去スイッチ４７、音声記録のオン／オフを指定する音声記録スイッチ４８、及び音声
記録の実行を指示する音声記録実行スイッチ４９等を含む。また、スイッチ群３８は操作
キー６０を含む。操作キー６０には、例えば上下左右にキーが配置された十字キーやタッ
チホイールなどを用いることが可能である。
【００２１】
　３９はカメラ本体に入力された信号やプログラムにしたがって、カメラ全体の制御を行
うシステム制御回路である。例えば、スイッチ群３８から入力される各種動作指示、カメ
ラ本体に装着された記録媒体の種類及び該記録媒体の状態（残り記憶容量等）検出、その
他の制御などを行う。システム制御回路３９は、例えば、測距回路３０の測定結果に従い
レンズ駆動回路２９により撮影レンズ１のフォーカシングレンズを駆動して撮影レンズ１
を合焦状態に制御する。更に、システム制御回路３９は、測光回路３１の測光結果により
最適露光量になるようにシャッター駆動回路２８によりシャッター２の開放時間を決定す
る等の制御を行う。以下に説明する各フローチャートにおけるカメラの動作は、システム
制御回路３９がプログラムや入力信号にしたがい、各部を制御することで実現される。な
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お、各種の制御を行うハードウェアは本実施形態に記載された構成に限定されるものでは
ない。１つのハードウェアがカメラ全体を制御してもよいし、複数のハードウェアが各種
の処理を分担することでカメラの機能を制御するようにしてもよい。
５０は外部機器と接続を行うコネクタである。
【００２２】
　［ファイル一覧表示制御］
　具体的なカメラの動作を説明する前に、本実施形態におけるファイル一覧表示画面につ
いて説明する。本実施形態におけるファイル一覧表示では、基準ファイルと関連ファイル
を一画面に表示する。なお、ここで表示するのはファイルのサムネイルや、ファイルを示
すアイコンでも構わない。
【００２３】
　ここで、基準ファイルは、ユーザ操作などにより指定されたタイプのファイルであり、
一覧表示画面上において表示の基準となるファイルである。指定可能なファイルのタイプ
として、例えば静止画ファイル、動画ファイル、音声ファイルや設定ファイルなどがある
。
【００２４】
　関連ファイルは、基準ファイルに関連するファイルである。例えば、動画撮影中に静止
画を撮影した場合、その静止画のファイルと動画のファイルは関連付けられる。そして、
静止画ファイルが基準ファイルとして指定されていれば、静止画ファイルに関連付けられ
た動画のファイルは、その静止画ファイルの関連ファイルとなる。また、動画ファイルが
基準ファイルとして指定されていれば、その動画ファイルに関連付けられた静止画ファイ
ルが、動画ファイルの関連ファイルとなる。
【００２５】
　なお、ユーザ操作などにより指定された基準ファイルのタイプは、制御用メモリ３７な
どに記憶される。
【００２６】
　図９に、カメラの表示装置３６の表示部に表示されるファイル一覧表示画面の一例を示
す。図９において、上下方向、つまり表示画面に対して垂直方向を縦軸方向、左右方向、
つまり表示画面に対して水平方向を横軸方向とする。縦軸方向と横軸方向は直交する。
【００２７】
　横軸方向には基準ファイル表示領域９０１に基準ファイルが表示される。図９の例では
静止画が基準ファイルとして選択されており、例えば静止画ファイル９０６が表示される
。なお、選択中の画像は太枠などで他のファイルと識別可能に表示されるとともに、ファ
イル名などのファイル情報９０４が表示される。
【００２８】
　縦軸方向には関連ファイルが表示される。図９の例では例えば静止画に関連する動画フ
ァイル９０９、設定ファイル９１２、音声ファイル９１３などが表示される。この際、関
連ファイルは、関連付けられている基準ファイルの真下、つまり同軸上に表示される。図
９の例では、静止画ファイル９０６と動画ファイル９０９、９１０、音声ファイル９１１
とが関連付けられているため、動画ファイル９０９、９１０、音声ファイル９１１は静止
画ファイル９０６の真下方向の表示領域９０２に表示される。また、静止画ファイル９０
７と、動画ファイル９１４、９１５とが関連付けられているため、動画ファイル９１４、
９１５は静止画ファイル９０７の真下方向に表示される。
【００２９】
　基準ファイル設定アイコン９０３は、基準ファイルを設定するために用いられる。基準
ファイル設定アイコン９０３は、一度選択されるたびに所定の順番で基準ファイルのタイ
プを変更しても良いし、選択された際にファイルのタイプを選択・設定するための選択画
面を表示してもよい。
【００３０】
　表示順設定アイコン９０５は、ファイル一覧表示画面におけるファイルの表示順序を設
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定するために用いられる。表示順序はファイルのタイプごとに設定できる。表示順設定ア
イコン９０５は、一度選択されるたびに所定の順番で表示順を変更しても良いし、選択さ
れた際に表示順を選択するための選択画面を表示してもよい。なお、本実施形態で選択で
きる表示順序は、ファイル名順と、画像の撮影日時順であるが、この表示順序に限定され
るものではない。
【００３１】
　さらに、基準ファイルのタイプが静止画ファイルから動画ファイルに変更された場合の
ファイル一覧表示画面を図１０(ａ)に示す。この場合は、基準ファイル表示領域９０１に
基準ファイルである動画ファイル１００１などが横軸方向に表示される。そして縦軸方向
に動画ファイルの関連ファイルが表示される。つまり、この場合は静止画ファイル１００
２などは関連ファイルとなるため、縦軸方向に表示される。
【００３２】
　このように、本実施形態におけるカメラは、基準ファイルを第１の軸方向に配列し、基
準ファイルの関連ファイルを第１の方向とは異なる第２の軸方向に配列することにより、
ユーザにとって見やすい画面を表示することが可能となる。
【００３３】
　次に、図９のようなファイル一覧表示画面を表示するための具体的な表示制御処理につ
いて、図２を参照して詳細に説明する。
【００３４】
　図２は、本実施形態のファイル一覧表示制御全体を示すフローチャートである。
【００３５】
　まずカメラは、指定された基準ファイルを元に基準ファイル一覧表示を行い（Ｓ２０１
）、次に関連ファイル一覧表示を行う（Ｓ２０２）。本実施形態では、静止画をデフォル
トの基準ファイルとして指定する。一度ファイル一覧表示を実行した後は、前回表示時に
選択されていた基準ファイルを元に基準ファイル一覧表示を行う。基準ファイル一覧表示
及び関連ファイル一覧表示については後述する。
【００３６】
　次にカメラは、基準ファイルの変更が指示されたか否かを判定する（Ｓ２０３）。基準
ファイルの変更指示は、例えばユーザが基準ファイル設定アイコン９０３を選択すること
などにより発行される。Ｓ２０３で基準ファイルの変更が指示されたと判定した場合は、
カメラは基準ファイル設定を変更し（Ｓ２０４）、処理をＳ２０１に戻す。そして変更さ
れた基準ファイルに基づいて、再度基準ファイル一覧表示（Ｓ２０１）及び関連ファイル
一覧表示を行う（Ｓ２０２）。
【００３７】
　次にカメラは、基準ファイル送り操作が行われたか否かを判定する（Ｓ２０５）。基準
ファイル送り操作とは、例えば図９に示す例では、静止画ファイル９０６が選択されてい
る状態から、静止画ファイル９０７、静止画ファイル９０８・・・と選択状態にある基準
ファイルを順次切り替える操作をいう。また、逆方向に切り替える操作を基本ファイル戻
し操作という。本実施形態では、例えばユーザが十字キーの右を押下することで、基本フ
ァイル送り操作を行い、左を押下することで基本ファイル戻し操作を行うことが可能とな
る。
【００３８】
　Ｓ２０５で基準ファイル送り操作が行われたと判定した場合、基準ファイル送りに伴う
表示更新を行う（Ｓ２０６）。基準ファイル送り操作が行われなかったと判定した場合、
処理をＳ２１１に進める。
【００３９】
　次に、関連ファイル送り操作が行われたか否かを判定する（Ｓ２０７）。関連ファイル
送り操作とは、基準ファイル送り操作と同様、選択状態にある関連ファイルを順次切り替
える操作をいう。本実施形態では、例えばユーザが十字キーの下を押下することで、関連
ファイル送り操作を行い、上を押下することで関連ファイル戻し操作を行うことが可能と
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なる。このように、操作部材が第１の方向と第２の方向とに配置された十字キーを用いて
画像送り操作を可能としたことで、より直感的な操作が可能となる。
【００４０】
　図９に示す状態から関連ファイル送り操作を実行した場合に表示される画面を図１０（
ｂ）に示す。この場合、図９に示す状態から動画ファイルが１つずつ上方向に移動し、「
動画２」（１００３）は「静止画４」（９０６）の上側に移動する。Ｓ２０７で関連ファ
イル送り操作が行われたと判定した場合、関連ファイル送りに伴う表示更新を行う（Ｓ２
０８）。
【００４１】
　この際カメラは、一覧表示されている関連ファイル中に、同一関連ファイルが複数存在
する場合は（Ｓ２０９）、同一関連ファイルを強調表示し（Ｓ２１０）、複数存在するこ
とを識別可能に表示する。Ｓ２０７において、カメラが基準ファイル送り操作が行われな
かったと判定した場合、処理をＳ２１１に進める。
【００４２】
　次にカメラは、ファイル一覧表示を終了する操作が行われたか否かを判定し（Ｓ２１１
）、一覧表示終了操作が行われたと判定した場合、ファイル一覧表示画面を消去し（Ｓ２
１２）、本処理を終了する。
【００４３】
　また、Ｓ２１１で終了操作が行われなかった場合は、カメラは処理をＳ２０３に戻し、
再度、基準ファイルの変更が指示されたか否か判定し（Ｓ２０３）、それ以降の処理を繰
り返し行う。
【００４４】
　［基準ファイル一覧表示制御］
　次に、図２のＳ２０１における、基準ファイル一覧表示制御について詳細に説明する。
【００４５】
　図３は、図２のＳ２０１での基準ファイル一覧表示制御を示すフローチャートである。
【００４６】
　図３において、先ずカメラは、基準ファイル検索処理を行う。具体的には、まず指定さ
れている基準ファイルのタイプが静止画ファイルか否かを判定する（Ｓ３０１）。前述し
たように、指定されている基準ファイルのタイプは制御用メモリ３７に記憶されている。
【００４７】
　Ｓ３０１で基準ファイルのタイプが静止画ファイルであると判定した場合は、カメラは
メモリカード１６及びハードディスク１７を検索し、一覧表示すべき静止画ファイルが１
つ以上あるか否かを判定する（Ｓ３０６）。ファイルのタイプは、各ファイルの拡張子を
参照することで判定できる。
【００４８】
　Ｓ３０６で静止画ファイルが１つでもあると判定した場合、カメラは、Ｓ３０６で検索
された静止画ファイルを、指定された表示順序に基づいて、基準ファイル表示領域９０１
に一覧表示する（Ｓ３１１）。静止画が１つも存在しなかったと判定した場合は、図１１
（ａ）に示すように『基準ファイルがありません』という旨の警告表示１１０１を行う（
Ｓ３１７）。さらに、ユーザの基準ファイル切替操作を促す表示１１０２を表示すること
により、ユーザは基準ファイルの切り替えが必要なことを認識することができるだけでな
く、簡単に基準ファイルを切り替えることが可能となる。
【００４９】
　上記Ｓ３０１において、指定されている基準ファイルのタイプが静止画ファイルではな
かった場合、カメラは、基準ファイルのタイプが動画ファイルであるか否かを判定する（
Ｓ３０２）。
【００５０】
　Ｓ３０２で基準ファイルのタイプが動画ファイルであると判定した場合は、カメラはメ
モリカード１６及びハードディスク１７を検索し、一覧表示すべき動画ファイルが１つ以
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上あるか否かを判定する（Ｓ３０７）。
【００５１】
　Ｓ３０７で動画ファイルが１つでもあると判定した場合は、カメラは、Ｓ３０７で検索
された動画ファイルを指定された表示順序に基づいて、基準ファイル表示領域９０１に一
覧表示する（Ｓ３１２）。動画が１つも存在しなかったと判定した場合は、処理をＳ３１
７に進める。
【００５２】
　上記Ｓ３０２において、指定されている基準ファイルのタイプが動画ファイルではなか
ったと判定した場合、カメラは、基準ファイルのタイプが音声ファイルか否かを判定する
（Ｓ３０３）。
【００５３】
　Ｓ３０３で基準ファイルのタイプが音声ファイルであると判定した場合は、カメラはメ
モリカード１６及びハードディスク１７を検索し、一覧表示すべき音声ファイルが１つ以
上あるか否かを判定する（Ｓ３０８）。
【００５４】
　Ｓ３０８で音声ファイルが１つでもあると判定した場合は、カメラは、Ｓ３０８で検索
された音声ファイルを指定された表示順序設定に基づいて、基準ファイル表示領域９０１
に一覧表示する（Ｓ３１３）。音声ファイルが１つも存在しなかったと判定した場合は、
処理をＳ３１７に進める。
【００５５】
　上記Ｓ３０３において、指定されている基準ファイルのタイプが音声ファイルではなか
ったと判定した場合、カメラは、基準ファイルのタイプがカメラ設定ファイルか否かを判
定する（Ｓ３０４）。なお、カメラ設定ファイルは、例えば、オートフォーカス制御、オ
ート露出制御、オートホワイトバランス処理等の各種設定情報が記述されたファイルであ
る。
【００５６】
　Ｓ３０４で基準ファイルのタイプがカメラ設定ファイルであると判定した場合は、カメ
ラはメモリカード１６及びハードディスク１７を検索し、一覧表示すべきカメラ設定ファ
イルが１つ以上あるか否かを判定する（Ｓ３０９）。
【００５７】
　Ｓ３０９でカメラ設定ファイルが１つでもあると判定した場合は、カメラは、Ｓ３０９
で検索した音声ファイル群をファイル表示順序設定に基づいて、基準ファイル表示領域９
０１に一覧表示する（Ｓ３１４）。カメラ設定ファイルが１つも存在しなかったと判定し
た場合は、処理をＳ３１７に進める。
【００５８】
　Ｓ３０４において、指定されている基準ファイルのタイプがカメラ設定ファイルではな
かったと判定した場合、カメラは、基準ファイルのタイプがテキストファイルであると判
定する（Ｓ３０５）。
【００５９】
　Ｓ３１０で、カメラはメモリカード１６及びハードディスク１７を検索し、一覧表示す
べきテキストファイルが１つ以上あるか否かを判定する。Ｓ３１０でテキストファイルが
１つでもあると判定した場合は、Ｓ３１０で検索したテキストファイルを表示順序に基づ
いて、ファイル表示領域９０１に一覧表示する（Ｓ３１５）。テキストファイルが１つも
存在しなかったと判定した場合は、処理をＳ３１７に進める。
【００６０】
　［関連ファイル一覧表示制御（図４）］
　次に、図２のＳ２０２での関連ファイル一覧表示について説明する。
【００６１】
　図４は、図２のＳ２０２での関連ファイル一覧表示制御を示すフローチャートである。
【００６２】
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　図４において、カメラは先ず、基準ファイルの判定を行う。具体的に、まずカメラは指
定されている基準ファイルのタイプが静止画ファイルであるか否かを判定する（Ｓ４０１
）。基準ファイルのタイプが静止画ファイルであると判定した場合は、基準ファイルであ
る静止画ファイルに関連する関連ファイルの一覧表示を行う（Ｓ４０６）。この一覧表示
に関しては後述する。
【００６３】
　上記Ｓ４０１において、基準ファイルが静止画ファイルではなかったと判定した場合、
カメラは、指定されている基準ファイルのタイプが動画ファイルであるか否かを判定する
（Ｓ４０２）。基準ファイルが動画ファイルであると判定した場合は、基準ファイルであ
る動画ファイルに関連する関連ファイルの一覧表示を行う（Ｓ４０７）。この一覧表示に
関しては後述する。
【００６４】
　以下同様に、カメラは、指定された基準ファイルのタイプが音声ファイルか、カメラ設
定ファイルか、テキストファイルかを判定し（Ｓ４０３～Ｓ４０５）、判定の結果に応じ
た関連ファイルの一覧表示処理を実行する（Ｓ４０８～４１０）。
【００６５】
　［関連ファイル一覧表示制御］
　次に、図４のＳ４０６～Ｓ４１０における関連ファイル一覧表示について説明する。こ
こでは、関連ファイル検索処理を行い、検索された関連ファイルを表示する処理を行う。
【００６６】
　図５～８は、図４のＳ４０６～Ｓ４１０における各基準ファイルに関連する関連ファイ
ル一覧表示制御を示すフローチャートである。
【００６７】
　まず、図４のＳ４０１での判定の結果、基準ファイルのタイプが静止画ファイルの場合
について説明する。先ずカメラは、本処理が全静止画ファイル分に対して実行されたか否
かを判定する（Ｓ５０１）。本フローの開始時にはまだ本処理を実行していないため、判
定は「Ｎｏ」となる。
【００６８】
　上記Ｓ５０１で全静止画ファイル分に対して実行されていないと判定した場合は、カメ
ラは順番に１枚ずつの静止画ファイルに対して、その該当静止画を撮影していたときに録
画中だった動画のファイルがあるか否かを判定する（Ｓ５０２）。ここで「録画中」とは
、必ずしも継続して撮像処理を実行していなくともよく、例えば静止画撮影のため一時的
に動画の撮影を停止している場合も含む。
【００６９】
　なお、静止画を撮影していたときに録画中だった動画のファイルの判定方法として、静
止画ファイルと動画ファイルの関連付け情報を参照する方法がある。例えば、動画撮影中
に静止画を撮影した際に、カメラ生成された静止画ファイル及び動画ファイルに、ファイ
ルパスなどのお互いを識別するための情報を属性情報として書き込むことにより関連付け
ることができる。また、カメラは、静止画ファイル及び動画ファイルを関連付けて別のフ
ァイルに書き込んで管理してもよい。
【００７０】
　さらに、静止画を撮影していたときに録画中だった動画のファイルの判定方法として、
静止画ファイルと動画ファイルの撮影日時を参照する方法がある。静止画ファイルや動画
ファイルの属性情報には、静止画の撮影日時や、動画の撮影開始日時と撮影終了日時が含
まれている。したがって、カメラは静止画ファイルの撮影日時を参照し、その撮影日時が
含まれる期間に撮影された動画かどうかを判定することで、静止画を撮影していたときに
録画中だった動画のファイルを特定することができる。他にも、静止画の撮影日時から一
定時間の範囲内で撮影された動画かどうかを判定してもよい。
【００７１】
　上記Ｓ５０２において、静止画を撮影していたときに録画中だった動画のファイルがあ
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ると判定した場合は、カメラはその動画ファイルのファイル名を一覧表示の対象となるフ
ァイルのリスト（以下、「一覧表示リスト」）に追加する（Ｓ５０３）。なお、一覧表示
リストに追加する際には、動画ファイルのファイル名と対応する静止画のファイル名とを
関連付けて追加する。
【００７２】
　上記Ｓ５０３の後、もしくは上記Ｓ５０２において静止画を撮影していたときに録画中
だった動画がないと判定した場合は、カメラは該当静止画を撮影していたときに録音した
音声ファイルがあるか否かを判定する（Ｓ５０４）。この場合も動画ファイルの場合と同
様、関連付け情報を参照したり、音声ファイルの生成日時を参照することで判定できる。
【００７３】
　上記Ｓ５０４において、静止画を撮影していたときに録音した音声ファイルがあると判
定された場合は、その音声ファイルのファイル名を静止画のファイル名と関連付けて、一
覧表示リストに追加する（Ｓ５０５）。
【００７４】
　上記Ｓ５０５の後もしくは上記Ｓ５０４において静止画を撮影していたときに録音した
音声ファイルがないと判定した場合は、カメラは該当静止画撮影に利用したカメラ設定フ
ァイル及びテキストファイルがあるか否かを判定する（Ｓ５０６）。
【００７５】
　上記Ｓ５０６において、静止画撮影に利用したカメラ設定ファイルもしくはテキストフ
ァイルがあると判定された場合、そのカメラ設定ファイル及びテキストファイルのファイ
ル名を静止画のファイル名と関連付けて、一覧表示リストに追加する（Ｓ５０７）。
【００７６】
　上記Ｓ５０７の後もしくは上記Ｓ５０６において静止画撮影に利用したカメラ設定ファ
イル及びテキストファイルがないと判定した場合は、カメラは処理をＳ５０１に戻す。そ
して再度、本処理が全静止画ファイルに対して実行されたか否か判定し（Ｓ５０１）、す
べての静止画ファイルに対して処理を繰り返し行う。
【００７７】
　一方、Ｓ５０１において、本処理が全静止画分に対して実行されたと判定した場合は、
カメラは一覧表示リストが空か否かを判定する（Ｓ５０８）。
【００７８】
　上記Ｓ５０８において一覧表示リストが空でないと判定した場合は、関連ファイルが存
在するということである。したがって、カメラは、一覧表示リストに存在する関連ファイ
ルを縦軸方向に一覧表示する（Ｓ５０９）。この処理については後述する。
【００７９】
　また、上記Ｓ５０８において一覧表示リストが空であると判定された場合は、図１１（
ｂ）のように『関連ファイルがありません』という警告表示１１０３を行う（Ｓ５１０）
。なお、図１１（ｂ）では７つの基準ファイルが表示されているが、基準ファイル送り操
作を行うことで他の基準ファイルを表示することが可能である。ここで本実施形態におけ
る警告表示１１０３は、現在表示されている７つの基準ファイルのみならず、すべての基
準ファイルに関連ファイルが存在しない場合に表示されるようにする。このようにするこ
とで、ユーザは基準ファイル送り操作をしてすべての基準ファイルをチェックしなくとも
、関連ファイルがないことを容易に把握することができる。もちろん、現在表示されてい
る基準ファイルの関連ファイルが存在しない場合に、警告表示１１０３を表示するように
してもよい。
【００８０】
　次に、図４のＳ４０２での判定の結果、基準ファイルのタイプが動画ファイルと判定さ
れた場合について説明する。図６において、先ずカメラは、本処理が全動画ファイル分に
対して実行されたか否かを判定する（Ｓ６０１）。
【００８１】
　上記Ｓ６０１で全動画ファイル分に対して実行されていないと判定した場合は、カメラ
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は順番に１つずつの動画ファイルに対して、その該当動画を録画していたときに撮影され
た静止画があるか否かを判定する（Ｓ６０２）。なお、静止画ファイルと動画ファイルの
関連を判定する方法は、基準ファイルのタイプが静止画ファイルのときと同様である。
【００８２】
　上記Ｓ６０２において、動画を録画していたときに撮影された静止画があると判定され
た場合は、カメラはその静止画のファイル名を、一覧表示リストに追加する（Ｓ６０３）
。複数の静止画が撮影されていた場合には、複数のファイル名を追加する。
【００８３】
　上記Ｓ６０３の後、もしくは上記Ｓ６０２において動画を録画していたときに撮影され
た静止画がないと判定された場合は、該当動画を録画していたときに録音した音声ファイ
ルがあるか否かを判定する（Ｓ６０４）。
【００８４】
　上記Ｓ６０４において、動画を録画していたときに撮影された音声ファイルがあると判
定された場合は、カメラはその音声ファイルのファイル名を、一覧表示リストに追加する
（Ｓ６０５）。
【００８５】
　上記Ｓ６０５の後もしくは上記Ｓ６０４において動画を録画していたときに撮影された
音声ファイルがないと判定された場合は、カメラは、該当動画録画に利用したカメラ設定
ファイル及びテキストファイルがあるか否かを判定する（Ｓ６０６）。
【００８６】
　上記Ｓ６０６において、動画を録画していたときに利用されたカメラ設定ファイルもし
くはテキストファイルがあると判定された場合は、カメラは、そのカメラ設定ファイル及
びテキストファイルのファイル名を、一覧表示リストに追加する（Ｓ６０７）。
【００８７】
　上記Ｓ６０７の後もしくは上記Ｓ６０６においてカメラ設定ファイル及びテキストファ
イルがないと判定された場合は、カメラは処理をＳ６０１に戻す。そして再度、本処理が
全動画ファイルに対して実行されたか否か判定し（Ｓ６０１）、すべての静止画ファイル
に対して処理を繰り返し行う。
【００８８】
　一方、Ｓ６０１において、本処理が全動画分に対して実行されたと判定された場合は、
カメラは一覧表示リストが空か否かを判定する（Ｓ６０８）。
【００８９】
　上記Ｓ６０８において一覧表示リストが空でないと判定した場合は、関連ファイルが存
在するということである。したがって、カメラは、一覧表リストに存在する関連ファイル
を縦軸方向に一覧表示する（Ｓ６０９）。
【００９０】
　また、上記Ｓ６０８において一覧表示リストが空であると判定された場合は、図１１（
ｂ）に示す警告表示を行う（Ｓ６１０）。
【００９１】
　なお、Ｓ４０３～Ｓ４０５において、基準ファイルのタイプが音声ファイルやカメラ設
定ファイル、テキストファイルと判定した場合も、図５、図６と同様の処理が行われるた
め、ここでは説明を省略する。
【００９２】
　＜関連ファイル縦軸表示＞
　次に、図５のＳ５０９、図６のＳ６０９における関連ファイル縦軸表示について説明す
る。
【００９３】
　図７，８は、図５のＳ５０９、図６のＳ６０９における関連ファイル縦軸表示制御を示
すフローチャートである。
【００９４】
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　なお、基準ファイルと異なり、関連ファイルには多種多量のファイルが混在する場合が
ある。したがって、上述した一覧表示リストに登録されているファイルを、そのファイル
のタイプごとに検索していく必要がある。
【００９５】
　図７において、カメラは、先ず、上述した一覧表示リストに静止画が含まれているか否
かを判定する（Ｓ７０１）。
【００９６】
　上記Ｓ７０１において静止画が含まれていると判定した場合は、静止画ファイルの表示
順序設定がファイル番号順か、撮影時刻順かを判定する（Ｓ７０２）。
【００９７】
　そして、Ｓ７０２で判定した上記ファイルの表示順序設定に応じて、関連静止画ファイ
ルをファイル番号順もしくは撮影時刻順に縦軸方向に一覧表示する（Ｓ７０３、Ｓ７０４
）。この際、一覧表示リストにおいて関連付けられている基準ファイルと同軸上に関連フ
ァイルを表示することは前述した。
【００９８】
　上記Ｓ７０３、９０４の後、もしくは上記Ｓ７０１において一覧表示リストに静止画フ
ァイルが含まれていないと判定した場合は、カメラは一覧表示リストに動画ファイルが含
まれているか否かを判定する（Ｓ７０５）。
【００９９】
　上記Ｓ７０５において動画ファイルが含まれていると判定された場合は、動画ファイル
の表示順序設定がファイル番号順か、撮影時刻順かを判定する（Ｓ７０６）。
【０１００】
　そして、上記ファイルの表示順序設定に応じて、関連動画ファイルを、ファイル番号順
もしくは撮影時刻順に、縦軸方向に一覧表示する（Ｓ７０７、Ｓ７０８）。ここで、既に
縦軸に一覧表示されているファイルがあれば、その最下段を始点として一覧表示する。
【０１０１】
　上記Ｓ７０７、Ｓ７０８の後、もしくは上記Ｓ７０５において一覧表示リストに動画フ
ァイルが含まれていないと判定した場合は、カメラは一覧表示リストに音声ファイルが含
まれているか否かを判定する（Ｓ７０９）。
【０１０２】
　上記Ｓ７０９において音声ファイルが含まれていると判定された場合は、音声ファイル
の表示順序がファイル番号順か、撮影時刻順かを判定する（Ｓ７１０）。
【０１０３】
　そして、上記ファイルの表示順序設定に応じて、関連音声ファイルをファイル番号順、
もしくは撮影時刻順に一覧表示する（Ｓ７１１、Ｓ７１２）。ここで、既に縦軸に一覧表
示されているファイルがあれば、その最下段を始点として一覧表示する。例えば、図９の
例において、音声ファイル９１１を表示する場合、動画ファイル９０９、９１０が表示さ
れるため、音声ファイル９１１は最下段の動画ファイル９１０の下に表示される。
【０１０４】
　上記Ｓ７１１、Ｓ７１２の後もしくは上記Ｓ７０９において一覧表示リストに音声ファ
イルが含まれていないと判定された場合は、カメラ設定ファイル、テキストファイルにも
同様の処理を実行し、縦軸方向に表示する（図８のＳ７１３～Ｓ７２０）。
【０１０５】
　本実施形態では、関連ファイルが複数タイプ存在する場合に、ファイルを表示する優先
順位を静止画ファイル、動画ファイル、音声ファイル／設定ファイル／テキストファイル
の順に高くしているが、必ずしもこの優先順位にする必要はない。異なる優先順位とした
り、優先順位をユーザが設定する構成としても良い。
【０１０６】
　更に、所定の関連ファイルが選択された状態で、他の基準ファイルにも同一の関連ファ
イルが存在する場合、選択された関連ファイルと同一の関連ファイルを識別可能に表示し
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てもよい。この場合の表示画面の一例を図１２に示す。図１２のように、動画ファイル１
２０１の関連ファイルとして「静止画４」（１２０４）が縦軸方向に表示されている。そ
れと同時に、「静止画４」は動画ファイル１２０２や動画ファイル１２０３の関連ファイ
ルでもある。この場合、表示されている全ての「静止画４」（１２０５，１２０６）を、
他の関連ファイルと識別可能に表示する。例えば、表示色を変えたり、アイコンを付加し
たり、特殊な表示枠を付ける等して関連ファイル表示態様を変化させる。これにより、ユ
ーザは、他の基準ファイルにも同一の関連ファイルが複数存在することが識別できる。
【０１０７】
　また、本実施形態では、横軸方向に基準ファイルを表示し、縦軸方向に関連ファイルを
表示したが、縦軸方向に基準ファイルを表示し、横軸方向に関連ファイルを表示してもよ
い。
【０１０８】
　本実施形態によれば、多種多量のファイルを所定の関連性に応じて分類し、所定の基準
ファイルとそれに関連する関連ファイルの両方を同時に一覧表示することで、ユーザは基
準ファイルと関連ファイルとの関連性を容易に視認できるようになる。
【０１０９】
　また、本発明はメモリカード１６及びハードディスク１７に記憶されたファイルを表示
する場合に限定されない。例えば、ネットワーク上にファイルを記憶したデバイスが複数
存在する場合、それぞれのデバイスの有するファイルを一括して一覧表示するケースが考
えられる。このような場合にも、ファイルに含まれる撮影日時などからファイルの関連を
判定することが可能であり、本発明を適用することが可能である。
【０１１０】
　［他の実施形態］
　本発明の目的は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコード
を記録した記憶媒体を、システムあるいは装置に供給しても達成可能である。すなわち、
そのシステムあるいは装置のコンピュータ（ＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプ
ログラムコードを読み出し実行することによっても、達成されることは言うまでもない。
【０１１１】
　この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能
を実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成するこ
とになる。
【０１１２】
　プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フレキシブルディスク
、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ
、不揮発性の半導体メモリカード、ＲＯＭなどを用いることができる。また、コンピュー
タが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施形態の機能が実現
される場合もある。
【０１１３】
　しかし、さらにプログラムコードの指示に基づき、コンピュータ上で稼動しているＯＳ
（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によ
って前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【０１１４】
　さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機
能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれ
る場合も有得る。その後、プログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能
拡張ユニットに備わるＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によっ
て前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【０１１５】
【図１】第１の実施形態におけるカメラの構成を示すブロック図である。
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【図２】第１の実施形態におけるファイル一覧表示制御全体を示すフローチャートである
。
【図３】第１の実施形態における基準ファイル一覧表示制御を示すフローチャートである
。
【図４】第１の実施形態における関連ファイル一覧表示制御を示すフローチャートである
。
【図５】第１の実施形態における関連ファイル一覧表示制御を示すフローチャートである
。
【図６】第１の実施形態における関連ファイル一覧表示制御を示すフローチャートである
。
【図７】図５のＳ５０９、図６のＳ６０９における関連ファイル縦軸表示制御を示すフロ
ーチャートである。
【図８】図５のＳ５０９、図６のＳ６０９における関連ファイル縦軸表示制御を示すフロ
ーチャートである。
【図９】本実施形態による基準ファイルのタイプが静止画ファイルの場合のファイル一覧
表示画面を例示する図である。
【図１０】（ａ）は基準ファイルのタイプが静止画ファイルから動画ファイルに変更され
た場合のファイル一覧表示画面を例示し、（ｂ）は図９に示す状態から関連ファイル送り
操作を実行した場合に表示される画面を例示する図である。
【図１１】本実施形態による警告表示画面を例示する図である。
【図１２】本実施形態による基準ファイルのタイプが動画の場合のファイル一覧表示画面
を例示する図である。
【符号の説明】
【０１１６】
１　撮影レンズ
２　シャッター
３　撮像素子
４　プロセス回路
５　Ａ／Ｄ変換器
６　画像圧縮回路
７　切換スイッチ
８　マイク
９　ノイズ低減回路
１０　Ａ／Ｄ変換器
１１　音声圧縮回路
１２　切換スイッチ
１３　バッファメモリ
１４　メモリ制御回路
１５，２１，２６　インターフェース（Ｉ／Ｆ）
１６　メモリカード
１７　ハードディスク
１８，２２，２７　コネクタ
２８　シャッター駆動回路
２９　レンズ駆動回路
３０　測距回路
３１　測光回路
３２　フラッシュ
３３　温度検出回路
３４　電源制御回路
３５　電源部
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３６　表示装置
３７　制御用メモリ
３８　スイッチ群
３９　システム制御回路
４０　電源スイッチ
４１　シャッタースイッチ
４２　測距測光スイッチ
４３　記録スイッチ
４４　モードスイッチ
４５　画像モードスイッチ
４６　消去モードスイッチ
４７　消去スイッチ
４８　音声記録スイッチ
４９　音声記録実行スイッチ
６０　操作キー

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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